
　
令
和
8（
２
０
２
６
）年
は
、昭
和
元

（
１
９
２
６
）年
か
ら
数
え
て
百
年
。

　
激
動
の
時
代
を
乗
り
越
え
、
今
の
日

本
を
形
作
っ
た
昭
和
は
、
私
た
ち
に
無

数
の
記
憶
と
遺
産
を
残
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
に
よ
り
多
く
の
も
の
を

失
っ
た
益
城
町
。
し
か
し
、そ
れ
で
も

な
お
、
色
濃
く
昭
和
の
記
憶
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
古
民
家
で
暮
ら
す
夫

婦
、
昭
和
に
創
業
し
た
老
舗
企
業
、
そ

し
て
昭
和
の
始
ま
り
と
共
に
人
生
を

歩
ん
だ
、
百
歳
を
超
え
る
人
々
を
訪

ね
、そ
の
物
語
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

広
安
村
に
電
話
開
通

益
城
銀
行
廃
止
、
砥
川
郵
便
局
開
局

バ
ス
事
業
を
行
う
木
山
自
動
車
㈱
設
立

津
森
村
に
電
話
開
通
、
木
山
タ
ク
シ
ー
㈱
設
立

福
田
村
に
電
話
開
通

2（
１
９
２
７
）年

9（
１
９
３
4
）年

10（
１
９
３
5
）年

13（
１
９
３
8
）年

14（
１
９
３
9
）年

16（
１
９
４
１
）年

19（
１
９
４
４
）年

20（
１
９
４
5
）年

23（
１
９
４
8
）年

24（
１
９
４
9
）年

27（
１
９
５
２
）年

29（
１
９
５
４
）年

32（
１
９
５
７
）年

34（
１
９
５
９
）年

46（
１
９
７
１
）年

47（
１
９
７
２
）年

48（
１
９
７
３
）年

50（
１
９
７
５
）年

51（
１
９
７
６
）年

53（
１
９
７
８
）年

54（
１
９
７
９
）年

55（
１
９
８
０
）年

56（
１
９
８
１
）年

60（
１
９
８
５
）年

61（
１
９
８
６
）年

63（
１
９
８
８
）年

木
山
青
果
市
場
設
立
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

戦
争
激
化
に
よ
り
、
劇
場「
平
和
座
」解
散

熊
本
大
空
襲
、
太
平
洋
戦
争
終
戦

１
町
、
4
村
に
農
業
協
同
組
合
が
発
足

津
森
小
修
学
旅
行
団
が
日
奈
久
沖
で
遭
難

徳
富
蘇
峰
が
益
城
町
杉
堂
の
生
家
で「
生
誕

之
記
」を
執
筆
。
イ
チ
ョ
ウ
の
記
念
植
樹

飯
野
村
、
広
安
村
、
木
山
町
、
福
田
村
、

津
森
村
合
併
、
益
城
町
誕
生

町
内
小
学
校
完
全
給
食
開
始

木
山
地
区
簡
易
水
道
整
備

熊
本
空
港
が
開
港

町（
旧
）公
民
館
開
館
、
益
城
幼
稚
園
開
園

町
老
人
憩
の
家
開
設

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
葉
山
荘
」新
築
移
転

（
旧
）町
民
体
育
館
落
成

広
報
ま
し
き
第
１
号
発
行

九
州
自
動
車
道
が
益
城
町
を
縦
貫
し
て
開
通

町
水
道
セ
ン
タ
ー
落
成

ベ
ト
ナ
ム
難
民
援
護
施
設「
益
城
古
城
園
」

開
設（
現
・
木
山
城
跡
）

（
旧
）益
城
町
役
場
庁
舎
落
成

県
消
防
学
校
開
校

町
農
業
協
同
組
合
発
足
、
益
城
町
役
場
に

昭
和
天
皇
行
幸

働
く
婦
人
の
家
き
ら
め
き
館
開
館

テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
開
設

県
道
熊
本
益
城
大
津
線（
第
二
空
港
線
）開
通

・・・・・・ ・・・

益
城
町
の
昭
和
の
年
表

１００

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・ ・・・
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